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《Cancer stem cells：がん幹細胞》 

 

Shawn：アロガの科学部門最高責任者ビル・マカナリー博士と一緒に、幹細胞について話していき

ます。テレビで幹細胞療法とか、あれこれと宣伝しているような幹細胞ではなく、望ましくない幹

細胞、がん幹細胞の話です。 

 

Dr. Bill：がん治療を受けて、がんが消えて、

みんなで喜んで、食事ができて、素晴らしい

時を過ごしていたけれど数年後、がんが復讐

のように戻ってきたという話を何度聞いたこ

とでしょう。 

その時点で以前の治療法は効かない「がん幹

細胞」とは何かを彼らは学んでいます。 

通常は健康な幹細胞が健康な細胞に入れ替わ

るように、がん幹細胞は他のすべての細胞を

殺す治療法に対する免疫力を持ったがんに再

生するのです。そして今、それを本当に認識し、研究が始まったところです。 

 

このケースは膵臓がんをターゲットにしています。個々の成分ではなく、植物化学物質すべてだと

いうことが分かってきているのですが、科学者はまだ、組み合わせを検討する方法を学んでいませ

ん。植物の中の成分の組み合わせが相乗効果を示す多くの研究が行われていますが、彼らはそのう

ちのひとつしか取り上げていません。 

彼らが全植物の全成分を解明して、それらが何をするかを検討してくれたら嬉しいです。なぜな

ら、それぞれの成分は驚くべき働きをするからです。 

 

（論文の赤字部分だけ） 

・CSC（がん幹細胞）は標準治療に対する抵抗性が高く、薬剤耐性、がんの再発や転移の原因にも

なっていることが研究で明らかになっている。 
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・そこで、本研究では、膵臓 CSC とそのシグナル伝達経路、およびこれらの細胞を標的とする植

物化学物質であるクルクミン、レスベラトロール、茶ポリフェノール EGCG（エピガロカテキン-

３-ガレート）、クロセチン酸、スルフォラファン、ゲニステイン、インドール-３-カルビノール、

ビタミンＥ δ-トコトリエノール、プランバギン、ケルセチン、トリプトリド、リコフェレン、キノ

マイシンなどについての現在の理解をまとめた。がん幹細胞を阻害するこれらの天然化合物または

ファイトケミカルは、膵臓がんの予防および治療のための有望な薬剤であることが証明される可能

性がある。 

 

ここでは、複雑な植物に含まれている成分をリストアップしていて、異なるこれらの成分が幹細胞

をいかにブロックし殺すかを図で示しています。これは食べ物ですよ。（Shawn：本当にクールで

すね。） 

 

 
 

乳がんへの新しいアプローチは、以前にも話したことがあります。医師はエストロゲン陽性のがん

なら植物エストロゲンを取るなと長年言っていましたが、すべての研究が、彼らは間違っているこ

とを示しています。それは単なる理論に過ぎませんでした。主要な医療センターさえも、植物エス

トロゲンを摂取する必要があると言い始めてい

ます。 

 

これは、植物エストロゲンが実際にエストロゲ

ン陽性のがんを抑制することを示しています。

彼らは約 10 年、15 年これを示してきました。

そして、証明された科学が採用されるには 20～

30 年かかると言っているので、彼らがすぐに採

用した理論的な科学であると推測しています。

（Shawn：もちろん、やれやれ（笑）） 
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この研究はもっと複雑なことをしていて、これは

レスベラトールやクルクミン、ブルーベリーなど

の食品に含まれる個々の成分を調べているのです

が、最近まで知られていなかったものを活性化す

るということを示しています。それはマイクロ

RNA です。マイクロ RNA ががん幹細胞を殺すの

です。 

 

現在、それを行う薬を開発しようとしています

が、食品は安全にそれを行います。 

薬理学者としては、反薬理学的かもしれませんが、私は多くの素晴らしい薬を信じていますが、私

たちの薬は植物から来たものであることを忘れてはいけません。 

 

これはクルクミンですが、 これらはすべてがん幹細胞をブロックし、異なるアポトーシス経路に働

きかけます。 これががんを殺す方法です。クルクミンはたった一つの植物成分で、組み合わせの効

果はとてもこのページでは言い尽くせません。 
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理解してもらいたいのは、これらの論文は、この成分が何に効くのかを見て、その誘導体を作ろう

と言っている大手医療センターからの報告です。誘導体は常に毒性を持っています。 

私たちは、誘導体が入っていない植物と調和しています。 

 

 

他の成分もあって、もちろん彼らがすべてを検

討しているわけではありませんが、いくつか働

くものはわかっています。ディオスゲニンはい

つも研究されている主要な成分で、がん幹細胞

を阻害します。 

 

 

 

 

オオアザミは、主にその中の一つの成分を研究していますが、がん幹細胞を殺します。 

別の報告もあって、異なる幹細胞を殺し、相乗的な抗腫瘍効果があります。脳の悪性腫瘍

である神経膠腫（グリオーマ）を殺すことができます。通常は半年も生きられません。 

がん幹細胞は生き残っていると戻ってきます。これは困ったことです。 

植物の異なる成分が働いてくれるんです。 
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この論文で何が面白いかというと、オオア

ザミと薬が競合することを心配しています

が、実際は、相乗的に働いてより低い濃度

でも効果を発揮します。 

 

医師が反対するだろう植物エストロゲンを

摂取している人を何人も知っていますが、

医師は、私たちの薬がこんなに効いたこと

はない、これは素晴らしい、あなたは本当に特別だよ、良くなってくれてありがとう、と

言っています。 

とにかく私が伝えたかったのは、がん幹細胞はそこにいて、がんに罹患したあとに多くの

場合、何も食べたくなくなるんです。（Shawn：打ちのめされてしまう）そう、打ちのめさ

れてしまう。私はこれを止めようと思っています。 

 

Shawn：皆さんがこの話から何かを感じ取ってくれたことを期待しています。そして、がん

は適応するのが得意だということも知っておいて欲しいです。一度薬で戦い勝ったとして

も、再び襲ってきたらもう薬は効きません。ビル博士が教えてくれたのは、植物です。植

物はすでにそこにあって、植物が働いてくれます。植物は、あなたの体に自分で対処する

チカラを与えてくれます。 

 

 
この資料を提供するにあたって 

動画の内容を理解するため、個人的に翻訳したものです。 

誤訳等があっても責任は負いかねます。   作成 堺晶子 


